


 

 

 

 
 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 2月 6日（18：30～19：00） 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 

松村、下満、松元、山下、福田、竹下、永迫、

立中、増元、岩重、汐満、畠中、森田、瀨﨑、

長濵、山角 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
2人 11人 3人 0人 16人 

 

前回の改善計画  

・人員体制を整えて、担当者会議に職員は参加する。 

・利用開始前の情報は職員間での共有を徹底する。 

・ご家族と直接会うことが難しい場合も、連絡帳を活用して関係の構築を図る。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・人員体制を整えることができなかった。その為担当者会議に参加する機会をつくる余裕がなかった。 

・利用前にケアマネ主体でミーティングを行い、情報共有ができた。 

・連絡帳を使用することでやりとりがスムーズになった。 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 
2 12 2 0 16 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 
1 13 2 0 16 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 
2 11 2 0 16 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安を

受け止め、関係づくりのための配慮をして

いますか？ 
1 10 5 0 16 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・利用開始前にケアマネから細かい情報をもらえている。 

・連絡帳を活用しご家族とやりとりができている。 

・新規のご利用者の利用開始前に基本情報等熟知するように努めている。 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・担当者会議には特定のスタッフしか参加できていない。 

・その日のスタッフ状況など人員の関係で時間がとれない為。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・人員体制を整え、担当職員が参加できる機会をつくる。 

・担当者会議を通してご家族と会う機会が持てるよう、積極的に参加し関係性を深める。 

 

 

 

 
 

  

事－① 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 2月 6日（18：30～19：00） 

 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 

松村、下満、松元、山下、福田、竹下、永迫、

立中、増元、岩重、汐満、畠中、森田、瀨﨑、

長濵、山角 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
1人 12人 3人 0人 16人 

 

前回の改善計画  

・申し送りノートや ICTを活用して、情報の共有を図る。 

・業務改善や人員体制を改善し、ご利用者と関わる時間をしっかりと取る。 

・ご利用者様それぞれの目標について意識してケアを行う。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・就業前に必ず申し送りノートを確認している。ICT機器を導入したがまだ日が浅い。 

・随時業務改善に努めている。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 

 
0 8 8 0 16 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかってい

ますか？ 

 
1 8 7 0 16 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 
1 8 7 0 16 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティング

で発言し、振り返り、次の対応に活かせてい

ますか？ 
0 10 6 0 16 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・実践した内容を振り返ること、次の対応に活かせている。 

・目標は把握している。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・本人の目標等しっかりと理解できていない。 

・「～したい」が分かっているが、すべてのご利用者に対し支援出来ていない。 

・ご利用者の「～したい」に結びつく支援ができるように利用者の細かな記録ができていない。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・ICTを活用し、随時のミーティングをこまめに行いながら、ご利用者、職員共に有意義な時間を過ごす。 

・ケアを行う上で、目標を意識し共通認識のもと質の高いケアを目指す。 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

  

事－② 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 2月 6日（18：30～19：00） 

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 

松村、下満、松元、山下、福田、竹下、永迫、

立中、増元、岩重、汐満、畠中、森田、瀨﨑、

長濵、山角 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
0人 8人 8人 0人 16人 

 

前回の改善計画  

・臨時のミーティングを積極的に開催する。また、話し合った情報は職員間で共有して日々の支援に即時

的に生かす。 

・ご利用者とのかかわりの際は、「以前の暮らし方」にも意識する。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・随時のミーティングを積極的に行えていない。 

・以前の暮らし方に意識はできているが、ケアにいかせていない。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10 個以上把握できて

いますか？ 
1 3 11 0 16 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか？ 

 
2 12 2 0 16 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか？ 

 
0 7 9 0 16 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたと

き、その都度共有していますか？ 

 
4 5 3 0 16 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 

 
1 11 4 0 16 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・本人の状況にあわせて基礎的な介護はできている。 

・体調変化に気付き情報共有できている。 

・月々のミーティングで話し合いができている。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・以前の暮らしをなんとなく理解しているが 10 個以上把握している職員は少ない。個人ファイルを見る

ことの習慣ができていない。 

・状態や状況にたいして基礎的な介護はできているが、奥にある主訴までは引き出せていな気がする。そ

の場しのぎの介護になっている。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・随時のミーティングを習慣化できるよう、日勤リーダーが中心となって短い時間からでも積極的に行っ

ていく。 

・ご本人、ご家族とコミュニケーションを図る機会を多くし、情報にない情報を引き出しケアに活かして

いく。 

 

 

 

 
 

  

事－③ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 2月 6日（18：30～19：00） 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 

松村、下満、松元、山下、福田、竹下、永迫、

立中、増元、岩重、汐満、畠中、森田、瀨﨑、

長濵、山角 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
0人 2人 13人 1人 16人 

 

前回の改善計画  

・自事業所だけでご利用者を支えようとするのではなく、地域の方や地域資源を積極的に活用する。 

・軒下マップを活用して、ご利用者の周りにある地域資源について把握する。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・地域資源を上手くいかせていない。 

・地域資源を把握している職員が少ない。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 
1 10 5 0 16 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切れ

ないように支援していますか？ 

 
0 6 10 0 16 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 
0 7 8 1 16 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 
0 0 13 3 16 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・ご家族との関係がきれないよう支援出来ている。 

・ご利用者との会話の中で、少しはどのように過ごしているか把握はできている。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・地域資源の把握ができていない。一人一人の情報を細かく把握できておらず、情報収集不足。 

・地域資源を把握できていないため、活用まではいたっていない。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・地域資源とは何かをまず知ることが必要なので、勉強会などで学習し、地域資源を活用する。 

・コミュニケーション等で生活情報を引き出し、地域資源を把握する。 

 

 
 
 

 

 

  

事－④ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 2月 6日（18：30～19：00） 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 

松村、下満、松元、山下、福田、竹下、永迫、

立中、増元、岩重、汐満、畠中、森田、瀨﨑、

長濵、山角 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
0人 8人 8人 0人 16人 

 

前回の改善計画  

・社会資源について研修等を通して職員が知る機会を作る。 

・自事業所だけで完結させるのではなく、社会資源を活用しながら支援を行う。 

・日々のご利用者様の変化に気付き、職員間で情報共有を行いながら、状況に合わせた柔軟な支援を行う。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・職員が知る機会を十分に作れていない。 

・日々の変化に気付き柔軟な対応ができている。 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 
0 7 9 0 16 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が妥

当適切に提供されていますか？ 

 
2 12 0 2 16 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」に

気づき、ミーティング等で共有することが

できていますか？ 
3 10 3 0 16 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合わ

せて柔軟な支援ができていますか？ 

 
2 11 3 0 16 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・ニーズに応じて「通い」「訪問」「泊り」を提供できている。 

・利用変更に関しても柔軟な対応ができている。 

・情報共有できている。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・地域資源を把握できていない為有効活用できていない。 

・ミーティングを行うが、細かいところまで記録に落とせていない。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・社会資源を知る機会を作り、自事業所だけで完結させるのではなく、社会資源を活用しながら支援を行

う。 

・日々のご利用者の変化への気付きを大切にし、職員間で情報共有を行いながら、状況に合わせた柔軟な

支援を行う。 

 
 

 

 
 

  

事－⑤ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 2月 6日（18：30～19：00） 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 

松村、下満、松元、山下、福田、竹下、永迫、

立中、増元、岩重、汐満、畠中、森田、瀨﨑、

長濵、山角 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
1人 5人 9人 1人 16人 

 

前回の改善計画  

・地域や関係機関との会議へは固定の職員だけでなく、他の職員も参加することができる機会を作る。 

・新型コロナウイルスの影響はあるが、登録者以外の高齢者や子ども達が気軽に訪れることが出来る環境

整備や発信をする。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・会議への参加があまりできていない。 

・新型コロナウイルスが緩和されたことにより、交流がはかれた。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行っ

ていますか？ 
1 3 7 5 16 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 
0 3 3 10 16 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、婦

人会、消防団等）の活動やイベントに参加し

ていますか？ 
1 0 5 10 16 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 
1 7 1 7 16 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・近隣の児童とイベントを通して交流を図ることができた。 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・人員体制上、地域イベントに積極的な参加が出来なかった。 

・人員体制上、固定の職員しか会議に参加できなかった。 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・引き続き基本的な感染対策を行い、地域との交流を図れる機会をつくる。 

・様々な職員が参加できるよう、人員体制を整え機会をつくる。 

 

 

 

 
 

 

 
 

  

事－⑥ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 2月 6日（18：30～19：00） 

 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 

松村、下満、松元、山下、福田、竹下、永迫、

立中、増元、岩重、汐満、畠中、森田、瀨﨑、

長濵、山角 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
1人 11人 4人 0人 16人 

 

前回の改善計画  

・ご利用者や地域からの意見や苦情があった際は、職員会議等を通して全職員で対応を検討し、事業所運

営に反映させる。 

・地域の介護相談どころとして、地域との協働した取り組みに積極的に関わる。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・職員会議を通して、意見や苦情を周知し対応することができた。 

・地域との関わりが積極的に関わることができなかった。 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 
2 8 6 0 16 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を運

営に反映していますか？ 

 
2 13 1 0 16 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 
1 7 6 1 16 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 
1 3 9 3 16 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・意見や苦情に対しては柔軟な対応ができた。 

・事業所のあり方について意見を積極的に言うことができた。 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・地域の方と接する場面が少なかった。人員体制上、特定のスタッフしか参加できなかった。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・ご利用者や地域からの意見や苦情があった際は、職員会議等を通して全職員で対応を検討し、早急に事

業所運営に反映させる。 

・地域の介護相談どころとして、地域との協働した取り組みに積極的に関わる機会を増やす。 

 
 

 
 

  

事－⑦ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 ７年 2月 6日（18：30～19：00） 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 

松村、下満、松元、山下、福田、竹下、永迫、

立中、増元、岩重、汐満、畠中、森田、瀨﨑、

長濵、山角 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
0人 4人 8人 4人 16人 

 

前回の改善計画  

・外部研修に全職員が参加できる機会を作る。 

・地域連絡会等については、積極的に情報収集をして参加を図る。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・外部研修に職員を参加させる機会が少なかった。 

・地域連絡会への参加ができなかった。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加してい

ますか 
 

1 8 5 2 16 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

0 5 8 3 16 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

0 0 2 14 16 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

0 8 7 1 16 
 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・職場内研修は定期的にできている。 

・新たな資格を取得することができた。 

 

 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・人員体制上、外部研修に参加することがあまりできなかった。 

・外部研修に参加する職員が限られていた。 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・人員体制を安定させ、多くの職員が研修に参加できる機会をつくる。 

・地域連絡会に積極的に参加し、情報交換を行う。 

 
 

 

 

 
 

  

事－⑧ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 2月 6日（18：30～19：00） 

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 

松村、下満、松元、山下、福田、竹下、永迫、

立中、増元、岩重、汐満、畠中、森田、瀨﨑、

長濵、山角 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
2人 10人 4人 0人 16人 

 

前回の改善計画  

・身体的拘束についての研修を通して、どういったものがスピーチロックにあたるのか。どういう声かけ

であれば良いのかを職員全体で検討する。 

・職員同士で気軽に注意し合える職場風土を作る。 

・成年後見制度に関して、研修の機会を作る。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・身体的拘束について研修や毎月の会議でスピーチロックについて振り返ることができた。 

・職員同士で注意しあえる風土はできた。 

・成年後見制度に関して、研修の機会が作れなかった。 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
身体拘束をしていない 

 

 
0 8 8 0 16 

② 
虐待は行われていない 

 

 
13 3 0 0 16 

③ 
プライバシーが守られている 

 

 
5 11 0 0 16 

④ 
必要な方に成年後見制度を活用している 

 

 
0 4 8 4 16 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができている 

 

 
3 10 3 0 16 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・身体的拘束・虐待は行われていない。 

・適切に個人情報を管理している。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・成年後見制度に関して、研修の機会が作れず学ぶことができなかった。 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・どのようなことが人権侵害やプライバシーの侵害にあたるか毎月の会議や研修を通してスタッフ間で周

知する。 

・成年後見制度の事例などを活用し学習する機会をつくる。 
  

外部評価 地域かかわりシート① 
 

事－⑨ 



小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 株式会社 メディコープ 代表者 中道 浩二 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

利用者様に「もうひとつの我が家」と思っていただけるよう、利用者様を中心に家庭

的な雰囲気の中、おひとりおひとりに合わせた支援方法が提供できるよう、職員一同

日々の取り組みを行っています。 

利用者様やご家族に 24 時間安心して過ごしていただけるよう、通いを中心としなが

ら、訪問・宿泊のサービスを適宜組み合わせることで、利用者様やご家族に安心して

いただいています。 

日常的には、利用者様を中心としてケアを提供するため、送迎時や連絡帳でのご家族

との情報交換を大切にし、些細な変化も見落とさないように配慮を行っています。 

事業所名 
小規模多機能ホーム 

おあしす南谷山 
管理者 松村 達郎 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

0 人 0 人 2 人 0 人 1 人 1 人 0 人 2 人 0 人 6 人 
 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組み・結

果 
意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の確認 

・新型コロナに対して対策を取り

つつ、積極的に地域との協働し

た取り組みを行う。 

・人員体制の調整不足が原因とな

って積極的に行えなかった取

り組みに関しては、人員体制を

整えて、改善のための取り組み

を行う。 

 

 

 

・新型コロナに関しては 5 類とな

り、会議や相談対応など対面で

行うことができた。 

・人員は増えたが、余裕のある人

員体制はとれなかった為、積極

的なことはできなかったが、小

さな問題を少しではあるが解決

していくことができた。 

・前向きに対応していると思いま

す。 

・大事なことでしょうがあまりそ

れにとらわれて、働き方がギク

シャクならないようにした方

がいいと思います。 

・まだ不安が残るが 5 類になり、

前向きに事を勧めてもいいと

思います。 

・基本的な感染対策は継続しなが

ら、地域と協働した取り組みを

積極的に行う。 

・人員体制を整える為にも、課題

を一つずつ改善し、積極的に取

り組みを行う。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

・地域の中の介護に関する相談ど

ころとしての役割を更に高め

る。外部の方が、気軽に相談を

しに来ることができる環境を

整備する。 

・ご利用者だけでなく、外部の方

も気持ちよく過ごしてもらえ

る環境整備に努める。 

 

 

・民生委員の方からの相談や、飛

び込みの相談があり対応でき

た。 

・畑を一年間通して活用すること

ができた。 

・おちついたたたずまいでいいと

思います。 

・畑を有効活用できたことはいい

と思います。今後も有効活用し

地域と交流できればいいです

ね。 

・介護に関する相談どころとして

の役割だけでなく、地域で親し

みやすい場所になれるよう、環

境整備を行う。 




